
こんな症状のとさは、故障 
や事故の防止のため、必ず 
販売店に点横(有料）をご 
ネ目談ください。 


IH 炊飯ジャー保証書 


[ 持込修理] 


取扱説明霞、本体表示などのを窓藝さに従った使用状態で保証弱間內に故障した場合には、無料修理いたします。製品と本雷 
をご持参のうえ、お買い上げの販売ちにお申しつけください。製晶のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、出張料や翰 
送料などの実寶を申し受けます。 


型名 

NP - KA 10 / NP - KA 18 

® おお前 

巧 

雲ご住所で 

◎お置い上げ日 

◎販売店を•柱巧 

年月日 


保証期間 


お貫い上げ曰より 

本体！を 

巧 



を 印欄に記入のない場合は無効とな。ますか5、必ずご確認 < ださい。_ 

1 . ご乾居、ご贈答などで、お質い上け‘祕贡店にお申しつけでをない場合は、興せのお客様ご相談窓□にお申しつけ<ださい。 

2. 保詔期間巧でをなの場合には有料修理になります。 

(イ)使巧上の裝0、およひな造や不当な修理による故噴および損稱。 

(口）お寅い上げをの輸送•移動•落下などによるお陣および損僞。 

( ノ、)义が、地經、かき、落留、その他の天が地密、および公害、抱害、ガス害(硫化ガスなど)、異常電圧、指定外の使巧空源(要 
圧、周波数)などによる故陌および損僞。 

(二)一般該庭用切が(たとそば業務用の畏時間使用、車轉、帷舶へのとラ載)に使用された場合のが隋おぶひ’損惕。 

(ホ）本磐のご提示びない場合。 

(へ)本靈にお夏い上げ年月曰、お客樣名、販兒店名の記入のない場合あるいは字句を密さかえ6れた場合。 

(卜）消耗部品の交換。 

3. 本密は曰本国巧においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

4. 本極は盗難•火のなどの不可抗力 W がで紛失された場合は、泻発行いたしませんので大切に保存してください。 

◎お客様にご記入いただいた記職巧容は、巧証期間巧のヴ〜ビス活動およびその後の受全点検活動のために利用ごせていた 
だ < 場合びございまずので、ご了承:< ださい。 

复このイ果証湿は、本密に明示した期間•秀:件のをとにおいて滞料修理をお約束するをのです。がってこの保認密によって保部 
徑を発行している者(保扭質な者），およ U それ政外の舉業音に巧するお客様の法律上の權利を制限するをのではあ D ませ 
んので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お賛い上げの販売店または弊社のお客様こづ目設媽□にお問 
い合わせください。 
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型 NP - KA 1 0型1.日 L サイズ 
名 NP - KA 18 型 1.8 L ヴィズ 

取扱説明書•お料理ノ〜卜 



感 このたびは、お買い上げレたださ、まことにあり 
びとうございました。 

◎取扱説明書をよくお読みのラえ、正し <お使いく 
ださい。お読みになったあとは、大切に保存して 

<ださい。 
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© 米の計量は付属の計量カップで行って < ださし、 
©大さじ]= ] 曰 mL 每ルさじ1= 5 mL 


離精白米、玄米、発穿を米一 r 白米用」の計量カップでりカップ = 180 ml _) 
無洗米•- ri 就米専用」の計量カツフでりカップ =171mL) 


お料理ノートに記載している計麗単位 



巧料 (4 〜ち人分） 

3カップ 薄□しょラゆ、 

:鷄肉(またはし S す干し） み〇ん . 

； .-50 宜 •’.を大さじ1】/2 

油あげ . 1/2枚 塩…’ルさじ1/2 

にんじん ’-’-.’35 呂 だしの聚 

こんにやく……3已呂 [ ……ルさじ1/2 

ごぼ’ラ..‘……3百 g 干ししいたけのをどし汁、 
干ししし S たけ 结ごや(ゆでる)またはをつば 

. 2〜3枚 .. . 適宜 

つくり方 

1 1 cm 角に切った鶏肉と、一度熱湯に通して畑 
巧を〉ルさめのたんざ<に切った油あげを A 
に5分間つけておをます。 

呂にんじんはルさめのたんどくに切 D ます。こん 
にや < はたんざくに切0、熱清に通してざるに 
あげておをまず。ごぼうはささびをにし、水に 
さ6してアクを巧を、ざるにあげておをまず。 
干ししいたけは水でもどして石づをを取り、細 
切りにします。 

3干ししいたけのをどし汁に1のつけ汁を加え、 
を体をよ < 混ぜておをます。 






4ホは洗って3を加え、1=^の水位目盛3まで水を 
たして、なべのおか6よく混ぜます。 

百1と吕の異を4のおの上に平らにのせます。 

6 C メニユこ）丰 一を捆しで 厥^こみ I を潰び、続い 
て CAJU キーを巧しぎず。 

7な温になれば、源ぜてほぐします。 

8器に盛り、絹さややみつばをかざります。 




' 巧斜 (4 〜5人分） 

米 . 1ブ〕ップ 

醫毅燭（おむ域臀のた草气なけれ I ぎその牠の野菜類） 
.75 g 

垃- .. み々 

っくり方 

1暫菓類は统って翻漏でゆに水にとって巧まし、が 
けを絞ってル□切りにしておきまず。 

吕米は洗し、、 目が删 の水位目感1まで水を入れます。 

3 い (ニュー j キ—を押して 眼が晒 を選び、続いて 
(贼飯） キーを巧します。 

4保温になれば列ぶたを開け、1と塩を加えて屬く 
混ぜます。または、器に盛り、1を上にのせます。 

◎おかゆを'照く蠕合は… 

①必ず[おか巧]メニューを選ぶ 
⑤ rt 草びゆ」などの青菜を入れるおかゆをつ 
くる場合は、青菜はあ!5かじめゆでておさ、お 
かゆび炊き上びってから加える 
しソ上のことを巧6ないと、ふさこぼれや蒸気 
□の目詰まりの原因となり危険でず。 


が公然が々-一' 



■•ず...けなみ .. 


ぁ證蕩蕊さ 



を替の t 草；たリ，ナズナ、ゴギヨウ、八コベラ、 
ホトケノヴ、スズナ（カブ）、 
ススシ□(ダイコン）の7種 



っくり方 

1米は洗し、ざるにあげて30分が上?お切りしまず。 

2あずきは洗って別のなべに入れ、呂カップの水を 
入れ、义にかけて約2分間巧とうさせ、ゆでこぼし 
まず。再び3カッフの水を入れ、吾の腹び割れずに 
指で巧すとつぶれる程度まで、約2日分ぐ!5いゆで 
て、あずをと煮汁を分けます。 

31をなべに入れ、2の歳汁を加えて国のか 
位目盛3までがをたしてなベの底か5ぶく混ぜ、 
2のあずさをホの上に平5にのせます e 

4(3^-) キーを押して i おこわ I を遇び、綱いて 
CSMD キ-を巧します。 

5保温になれば、おばてほぐします。器に盛 D 、 お巧 
みでごま塩をふ0かけてください。 


レ 



つ < り方 

1駕肉は1 cm 角に切 D 、 油あげは一度翻漏に通して 
(油巧を)かさめのたんざ < に切0ます。 

己にんじん、こんにゃ<はたんざ<に切日、こんにゃく 
は熱湯に通してざるにあげておきまず。ごぼラは 
ささびをにして水にさらしてアクを抜さ、ざるにあ 
げておをます。 

3米は洗って A を加え、の水位目盛3まで?お 

をたして、なべの底か6よく混ぜぎず。 

41と吕の具を3の米の上に平らにのせまず。 

5 C たュー)キーを巧して|^^を選び、続いて 
( 炊飯： )キーを巧しまず。 

6保温になれば、混ぜてほぐします。 


資玄米は、もみ殻などを取り除く程度に洗ってくだ 
さい。 

◎米に具を加えて炊く ±疆 合は、 

1 .0 L サイズでは1〜4カツフの間で、1 .8 しヴイズで 
は2〜6カツフの間で炊いてください。 
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鲁必ず差込みプラグを抜き、本体•なべが冷えてか 5 行ってください。 

鲁シンナ—•ベンジン.みがき粉.たねし類（ナイ□ン•金属製など)•駕白剤などを使わないでください。 


か側のお手入れ 


蒸気ロキャップ取り巧け部- 

蒸気□キャップを上に弓 I いてはずし、 
本体部分を固くしぼったふをんでふく 

が側 / 

せっけん液を含ませたあと、固 A 
くしぼったふきんでふく 終, 

標作部は乾いた;ふきんでふく ^ 
プッシュボタンの周囲に生米な 
どび入ったときは竹ぐしやつま 
ようじで必ず取り除く \ 


-蒸気ロキャップ 

\ 湯または水にひたし、 

スポンジで洗レ水け 
\ をふさ■取る 


操作部は乾いたふきんでふく ドく三/ぶた シ瓜 知ぶ画^- 差込みブろグ 

プッシュボタンの周囲に生米な I —/\^ 乾いた成をんで&< 

どび入つたときは竹ぐしやつま V / I _霊:盾一! — K 

ょぅじで必ず取り隙く 器たみきんでふく 

魯化学ぞうきんを使うときは、強くみいたり長い時間触れさだないでください。 


I け方 

①巧ぶたのツ; (2 力所）を外ぶたに差しをむ 
霞内ぶたの上側をがぶたに巧さえこんで取りつける 


内ぶたのツメ 


內ぶたセット（的ぶた） 

內ぶた J む/キン- 

巧ぶたごと、顯または水に 
ひたしスポンジで洗ラ 
ご飯粒などの異物が詰まっ 
ているとさは、竹ぐしやつ 
まよラじで取り隙く 
@內ぶたパッキンは取0は 
ずはません。 

を巧ぶたはご使用後、おずお手 
入れをして <ださい。巧れび 
残ったまま放置すると、変色 
やさびの原因とな0ます。, 


プッシュボタン- 

ブッシュボタンが近に 
落ちたご飯を取り除く 
©がぶたが開かな<な 
ることびあります。 


纖徽 




i 扇 


夕'!•ぶた-薇気 □ 

がぶたをしっかり持ち、 
固< しぼったふをんで 
ふく 

がぶたの内側についた 
おねばやご飯粒ををれ 
し M こふき取る 


本体 

サイドセンサー 

國<しぼったみをんで 
瓜を取る 

生米や異物が詰まって 
いるときは、竹ぐしや 
はしで取り除く 


スポンジなどのやわ6かいちので洗ラ 

汚れが気になる場含は中性洗副（食器用 
洗剤）を使っておラ 


ゾ 




なべのフッ素を膜は傷びつくと、はびれる原励こなりまず 
ので、ていねしげよお取り扱し巧お願いしまず。 

フッ素皮膜を傷めないために次のことをお守りください。 
圏スプーンや茶わんなど入れて洗わない 
国みびを粉やたわしなどで洗わない 
囲 酢は使わない 

H 調な料を使ったとをは早めにお手入れずる 

B なべのフッ韻巧膜は使用により消耗しまず。 

毎をむらびできたり、はびれることびありますび、 性能 
や衛生上のま障や、人体への 影嚮 (害）はおりません。 




魯損傷した場合は、新しい部品と交換（有償）してく 
ださい。 

◎交換の際には製品の型名および部品名をご確認 
のラえ、お買い上げの販売店でお求めください。 


-驚''' 部品名.；..:.， ， 1 

. :.こ呂りな薄ち;'. 

巧ぶたセット （1 .日 L サイズ） 

C 80 

巧ぶたセット （1.8 しサイス） 

C 81 

なベ （1.0 L サイズ） 

巨236 

なベ （1.8 L サイズ） 

白219 

しゃをじ 

SHAKN 

お洗米専巧計盈カップ 

61-7824 
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困ったとさに 

故障かなと思ったとを 


® 修理のお問い台わせまえに、一度お調べ<ださい。 

♦お巧ぺいただくこと 


;^傾いた場戸斤でか加減をすると、水量が多くなったり、かな < なっ 
I た0して、ご飯のかたさびかわります。 

I 參銘桐、産地、保存期間（新米.ち米)などによ日、ご飯のかたさがか 
; わります。 

r ® 室温-水温などによ0、ご飯のかたさびかわります。 

參タイマー予約贼飯をすると、ご離びやね！3かくなることがあります。 
◎ 白米急速炊飯をすると、ご飯びかためにな0まず。 

I ◎なべび変おしていませんか？ 


ご飯び、ひどく焦げる1 

參なべの庭やサイドセンヴーにご飯粒や米粒などの異物びつい 
ているためです。 

^ ® 洗米び不十分で、めかび残っていませんか？ 

◎なべび変形していませんか？ 

が:飯中にふをこぼれる1 

® おかゆを炊くときにおかゆ列■のメニューで炊いていませんか？ 
@霖気□キャップをつけ忘れていませんか？ 

み ©洗米び不十分で、ぬかび残っていませんか？ 

©なべび変形していませんか？ 

炊飯でさない 1 

キー操作でをない 胃 

@差込みプラグをコンセントに蓋し込みましたか？ 

◎ 表示部にに〇1」、に02」など表示していませんか？ 一 P 22 
於 「こんな表おをしたとき」参照 

◎なべが入っていまずか？ ^なべを入れて<ださい。 

參保温ランプ.おやずみ保温ランプが点灯していませんか？ 一 
「とりけし」キーを押してから再度「巧飯」キーを押して < ださい。 

炊飯•保温やに r ジ ー j 色 
と音がずる P 

► ® マイコンび义力調節をしている音です。 

炊颤•保温中に r ブ_」1 
と音がずる P 

参參内部の熱をがへ出すために、ファンが回っている音でず。 

外ぶたと本你の闡から . 
燕気がをれる 1 

感 内ぶたび変形していたり、内ぶた J てッキンげ切れていないかを 
. 調べてください。 

©巧ぶたパッキンびミちれていませんか？一 巧れている場を 
はお手入れをしてください。 
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巧_よ' 


参ち.勺へいにに< こと 


な温中、ご飯びにおラ i 
変色ずる 山 

乾燥する ^ 

ひどくごゆびつ< : 


おやずみ保温が ^ 

でをない 良* 


保温経過時間表示 
しない 


® 12時間勒上の r 標準の保温」をしていませんか？ 

® み量のご飯を保温していませんか？ 

參しゃちじを入れたまま保温していませんか？ 

參冷めたご飯をあたため直していませんか？ 

參炊き上がったご飯をよくほぐしましたか？- ► 炊を上びった 
ご飯をよくほぐしてください。 

◎就米び不十分で、城かび残っていませんか？ 

◎策や水の種類により、炊き上びり被のご飯び黄色くみえること 
ぴあ〇ます。 

@炊をこみご飯を炊いたあとは、においび殘ることびありまず。 

一念入りになべを巧ってください。 

©なべの中でご飯を保存する場合に、保湿機能を使わずにその 
まま放置していませんか。保湿機能を使わずにそのまま放置す 
るといやなにおいの原因となります。一 P 7 「おいしく保湿」 
参照 

め「おやすみ保愚」を受けつけないメニューを還んでいませんか？ 
一 P 14 r 標準の保温」 r おやすみ巧溫 j 参照 
み保温経過時間げ12時間経適していませんか？一 保温経過 
時間び12時間経過すると r おやすみ保湿」を受けつけません。 


® 冷めたご飯を保温していませんか？ 
「おやすみ保湿」を受けつけません。 


なべの湿度び低いと 


® 境巧時刻を表示していませんか？ 一 「時刻合わせ」キーを 
巧して羡示を切 D かえてください。 P 14 「お知らせ」参照 


予約をずると ^ 

ずぐに炊飯がはじまる^ 


を規在時刻は合っていますか？ 一 時計は24時間表示です。 
ち5—度、調べ直して < ださい。 

◎タイマー予約炊飯のおすすめ時間未満に設をした場合は、すぐ 
に炊飯びはじまります。 


予約時刻に炊けない^ 


予約でをない 


鲁現在時刻は合っていますか？ 
ちラー度、調べ直してくださ IA 


時計は24時間表おです。 


宴予約操作の最後に r 炊飯」キーを巧しましたか？ 一 「炊飯 J 
キーを押さないと、タイマー予約は完了しません。 

© 「ス日日」び点滅していませんか？ 一 時刻合わせをしない 
と予約を受けつけません。 P 1 已 r 時刻の合わせち」参照 


參ご飯を炊きなびら、電気ポットで湯を沸かしたり、電子レンジを 
お使いになると定格電流を超えてブレーカーび下 D ることびあ 
ります。一炊飯ジヤーは単独のコンセントでお使いください。 
ブレーカーを復帰させたとを、停電時間び10分未満な5継続 
して炊をはじめます。 


停電び 
超 こつた 6 
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衰示 




I - 11 - 1 

) 'で/?/ F HP 

い -' I s w- 

■■ ^==id - 

i FQl 

ブ…. ご叫 


每故障です。一お買い上げの販売店または弊社のお客様ご 
► 相談窓口ぎでご連絡ください。 


W I -1 ◎異常な電圧び入った場合、故障防止のために動作を停止し 

巧 Ftll ^ ► ます。ーコンセントの定格電圧を確かめて、正しい電圧 

f - i または測のコンセントをお使いください。 


H UH ► 

ん 5 /]ド/飢 ► 


► @なべの入れちれです。一なべを確実に入れてください。 


を ふたセンヴーまたはサイドセンヴーび富湿になつています。 
-「とりけし」キーを巧し、ふたを開け約1目分間冷ましてく 
ださい。（やけどにご';主意<ださし、。） 


蒙巧び消えた 


- 

ち つ•，つ,つ 

蘇 I _ I 


び点滅ずる 


® 内蔵の1」チウム驅池び切れていまず。 

義込みプラグをなくと表おや記憶（現を時刻-メニュー¬ 
保湿が態） は消えますび、是込みプラグを差し込み、時刻 
を合わせ直すと通常どお0使えまず。 

取りかえられる蠕食は、お買い上げの販売店または弊社の 
お客様ご相談窓口にご依頼ください。有償で電池をお取り 
かえいたします。 


S ごくなる 


資差込みプラグをいったん抜いて、をラー度差し込んでくだ 
さい。一 「ス〇〇」び点滅しますので、時刻を合わせ直 
してください。 
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1. な飄密の内容のご確認と保をのお頤い 

がず r«SEP およびお質し化げ日」をご確認のうえ、お買い 
上げの販売店から受け取り、內容をよくお読みのうえ、大切に 
備してくだをい。 

L 弓-传 P 萌岡は、お門い上I了 □より1年岡 
^3. 修理をお申しつけされろとさ 


«保証期間中夕 

製品に保証書を添えて、お買い上げの販売店にご持参くだ 


さし >。保謎雲の記載两容に基づき修理いたします。 


<巧証期間を経過しているとを夕 

修理すれば使用でをる製品は、ご要望によ0有料修理いたし 

ます。 


每■補修用性能部蟲ぷ①保肯期闡は、製造巧 
h ち切 P 後已年 P V 巧 

ぷ性能部爾とは，その觀話の機能を維持ずるためにお雲な 
部品です。 

:ち-] i 璋辞璋を t £ 謂み.:'' ■: U ィ/''…… 

修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されてい 
ます。 

「技術料 J は、診斷 • な障圈巧の修理および部品交換 • 骑整- 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 
r 部品巧」は、修理に使巧した部品および補助!材料代です。 
r 出張料」は、磬品のある場所へ巧術者を派遣する場合の 
瘦用です。 

菌お客樣ご自身での修理、分酷や改造は絕対にしな 
いで < ださい。 


修理.お取り扱しい消耗晶や部品ご購入な 
どのご相談は、まずお買い上げの販売店に 
お問い合わはください。 

ご乾居やご腊菩などでお困。の場曾、牌社 
の窓 □ r お客様ご相談センタ ーJ にお問い 
をねせくだごい。 

所在地 t 電話題号などは変星になることび 
あ0ますので、あらかじめご了承:くだごい。 


ホ日ムぺ令ジのご案巧 


消耗品•部品のご媽入專用ページ 
http://www.zojirushi-fresco.com/ 


お客穗ご相談センター 

30570-011874 

ナビダイヤル市内通話料金でご利用いただけまず 

受付時間白:00〜17:00呂曜日〜金曜日娜日、弊社イ木業田を除く） 
® 携帯瑕話 -PHS でのお問い合わせ Tel(0 白)635臣-吕4己1 
® ファクシミリでのお問いをわせ Fax (06)63 已 6-61 43 
殺品の r 型を•お問い合わせ巧容 J と、お客棟の「おち前•ごは巧•恶離号- 
FSX ま号」をご記入のラえ、お巧し、合わせください。 


tt 様 


''''左 型争’さ 

白米•白米急速 


無ミ充ホ 

ずしめし 

1 

1 無巧ホ 

炊をこみ 


i 

無洗米 

おかゆ 


1 

無洗米 

おこわ 


1 

無洗ホ 

玄 米 

発す玄米 


平均 な温時消巧遲力 

M _飯 方 式 

電源 コードの長さ 
がお寸ミる（約 cm ) 
質 量 


-み NP - KA 1 Q 

0.09-1.0 [0 .己〜5.己] 

0.0白〜0.白4 [0.5 〜已.己:！ 

0 . 18 - 1.0 n 〜已.己] 

0.17〜0.94 [1-5.5] 

0.日日〜0.72 [0 .日〜 4] 

0.0日〜日.68 [0.5-4] 

日.日日〜日.27 [0.5-1.5] 
0.09-0.26 の.已〜1.引 
0.18〜0.7吕 「1〜41 
0.17-0.68 [1 〜 4] 

0.18-0.72 [1 〜 4] 

0.0白〜 0.72 町已〜 4] 

^ 100V 1230W 50/60HZ 
32W 


NP - KA . J 街:が叫巧’说 

0 .18 〜 1.8 [1 〜 10] 

0.17〜 1.71 [1 〜1曰] 

0.18〜1.扫 [1-10] 

日.17〜 1.71 [1-10] 

0.3己〜1.08 「己〜 6] 

0.34〜 1.03 「2〜 6] 

0.日白〜 0.4 已[日.已〜吕.己] 

0.09-0.43 [0.5-2.51 

灯3已〜1.日8 に〜己1 

0.34-1.02 侶〜日] 

江3巴〜 1.44 に〜呂] 

0.3己〜 1.44 [2 〜 8] 

を流100VI3已 0W 己 0/60HZ 
42W 


IH (誘導加熱) 方式 

1.0 m (コー ド U- ルつき） 


幅2日X興行36.已X高さ19.已 
約 3.8k 呂 


幅 28X 奧巧 39X 高さ23 
約 4.6kg 


鲁取り消し状態（炊飯•保温をしていないとき）の消費電力は、約 0.9 W です。 

® 平均保温時消費電力は、室温20でで最大炊飯容量の場合です。 

® 特定地域（高い山.厳寒地）においては、所定の性能び確保でさないことびあります。 
こラした場所での使用はなるべくおさけください。 
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